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【トライアスロン】

★ ★ ★

表 紙 解 説

沖縄振興審議会委員
（財団法人　おきなわ女性財団　常務理事）

友利　敏子

124810111214161718
「
e
│

文
書
法
」
が
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

着
実
に
進
む
水
資
源
開
発

　
一
、
水
の
安
定
供
給
の
た
め
に

　
二
、
羽
地
ダ
ム
竣
工
式

　
三
、
大
保
ダ
ム
（
脇
ダ
ム
）
定
礎
式

20

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
の
美
ら
島
を
目
指
し
て

21
お
知
ら
せ
﹇
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
﹈

甦
る
沖
縄
力

沖
縄
振
興
審
議
会
委
員
（
財
団
法
人�

�

お
き
な
わ
女
性
財
団�

�

常
務
理
事
）

友
利
　
敏
子

D
F
S
ギ
ャ
ラ
リ
ア
オ
ー
プ
ン

米
州
開
発
銀
行
（
I
D
B
）
／
米
州
投
資
公
社
（
I
I
C
）

沖
縄
総
会
　
開
催
目
前
！

改
正
信
託
業
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
経
済
情
勢
報
告

沖
縄
産
学
官
連
携
「
食
品
産
業
に
関
す
る
技
術
成
果
発
表
会
」
を
開
催

第
三
回
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
金
融
会
議
の
開
催

「
公
共
交
通
利
用
促
進
方
策
講
演
会
」
開
催

【
総
務
部
】

【
財
務
部
】

【
財
務
部
】

【
財
務
部
】

【
農
林
水
産
部

】

【
経
済
産
業
部

】

【
運
輸
部
】

【
財
務
部
】

【
農
林
水
産
部

】

【
経
済
産
業
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
運
輸
部
】

金
融
庁
五
味
長
官
来
沖
／
財
務
省
細
川
事
務
次
官
来
沖

「
メ
ー
ル�

de�

食
育
」
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
決
定
！

「
平
成
十
六
年
度
物
流
効
率
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

「
”美

ら
島
沖
縄

“
風
景
づ
く
り
検
討
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

「
親
し
ま
れ
る
港
」
を�

�

〜
第
一
回
み
な
と
セ
ミ
ナ
ー
開
催
〜

第
八
回
沖
縄
地
区
舟
艇
利
用
振
興
対
策
連
絡
会
議
の
開
催

【
そ
の
1
】
経
済
産
業
部

【
そ
の
2
】
開
発
建
設
部

トライアスロンは水泳、自転

車、マラソンを競う鉄人レー

ス。1985年に宮古島で開催さ

れた大会をきっかけに全国

へ広がりました。現在では

200回余の大会が開催され、

石垣島でも、毎年ITUトライ

アスロン・ワールドカップ石

垣島大会、石垣島ファミリー

トライアスロン大会等が開

催されています。

【
内
閣
府
】

ホシギスゴマアイゴ

タツノオトシゴ

お
国
は
？
と
女
が
言
っ
た

ず
っ
と
む
か
ふ
…

ず
っ
と
む
か
ふ
と
は
？

南
方
。
南
方
と
は
？
…

南
方
は
南
方
。
…
常
夏
の
地
帯
、

竜
舌
蘭
と
梯
梧
と
阿
旦
と
パ
パ
イ

ヤ
な
ど
…
あ
れ
は
日
本
人
で
は
な

い
と
か
日
本
語
は
通
じ
る
か
な
ど
、

談
じ
合
い
な
が
ら
世
間
の
既
成
概

念
達
が
寄
留
す
る
あ
の
僕
の
国
…

　
亜
熱
帯
。
ア
ネ
ッ
タ
イ
！

世
間
の
偏
見
達
が
眺
め
る
…

　
沖
縄
の
代
表
的
な
詩
人
山
之
口
貘

（
明
治
三
十
六
〜
昭
和
三
十
八
年
）
の

「
会
話
」
と
い
う
詩
の
一
節
で
あ
る
。

「
日
本
人
に
な
り
た
く
て
な
れ
な
か
っ

た
日
本
人
」
と
い
っ
た
政
治
家
も
い

た
。

　
中
央
指
向
の
単
一
価
値
観
が
綻
び

始
め
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
多
様

な
視
点
が
拡
が
っ
た
。
都
会
化
が
遅

れ
た
島
々
は
、
鮮
烈
な
個
性
と
な
り
、

失
わ
れ
た
魂
の
故
郷
と
な
っ
た
。
沖

縄
や
ア
ネ
ッ
タ
イ
は
マ
イ
ナ
ー
な
も

の
で
は
な
く
癒
し
の
地
と
な
り
、
島
々

は
本
来
の
パ
ワ
ー
を
甦
ら
せ
た
。

　
賛
否
両
論
は
さ
て
お
き
同
じ
土
俵

に
立
て
た
日
本
復
帰
（
昭
和
四
十
七

年
）
が
、
大
き
な
節
目
と
な
っ
た
事

は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。
大
小
の

島
々
に
確
固
た
る
所
属
が
定
ま
り
、

安
心
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
主
張

す
る
事
が
出
来
る
様
に
な
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
世
か
ら
ヤ
マ
ト
世
を
同
化
で

は
な
く
世
替
り
と
認
識
し
た
沖
縄
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
十
四
世
紀

か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
「
向
う
方

撓
て
」
の
精
神
で
大
交
易
時
代
を
経

験
し
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ジ

マ
ヤ
ー
の
心
意
気
を
取
り
戻
し
た
。

　
沖
縄
本
島
か
ら
南
西
へ
約
三
百

十
㎞
、
二
百
二
十
六
㎢
の
隆
起
珊
瑚

礁
の
三
角
形
の
宮
古
島
。
視
野
を
遮

る
物
の
無
い
真
直
な
道
を
ド
ラ
イ
ブ

し
て
い
る
と
、
ま
る
で
大
陸
の
ハ
イ

ウ
ェ
イ
に
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
な
る

と
来
島
者
達
は
口
を
揃
え
て
言
う
。

　
山
も
な
け
れ
ば
川
も
な
い
島
の
水

源
は
地
下
水
で
あ
る
。
こ
の
命
の
源

で
あ
る
地
下
水
を
化
学
肥
料
の
硝
酸

性
窒
素
汚
染
か
ら
守
る
取
組
み
と
土

づ
く
り
を
通
し
て
島
の
農
業
発
展
を

目
指
し
た
宮
古
農
林
高
等
学
校
環
境

班
は
、
島
の
土
壌
か
ら
分
離
、
選

抜
し
た
「
B
i
o
l
P
（
バ
イ
オ
│

リ
ン
）
」
の
研
究
開
発
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
島
の
基
幹
農
作
物
の
甘
庶
の

バ
ガ
ス
や
糖
蜜
な
ど
を
利
用
し
有
機

酸
生
成
性
能
を
有
す
る
微
生
物
の
機

能
を
活
用
し
化
学
肥
料
使
用
に
よ
り

土
壌
に
蓄
積
さ
れ
た
リ
ン
酸
を
分
解

し
再
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
化
学
肥

料
を
減
ら
す
事
が
出
来
る
と
い
う
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
道
な
九
年
間
の
取

り
組
み
を
、
W
h
e
r
e
�
i
s
�

t

h

e

�

M

I

Y

A

K

O

�

i
s
l
a
n
d
?
で
始
ま
る
会
話
形

式
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
決
し

て
流
暢
な
英
語
で
は
な
く
む
し
ろ
宮

古
島
訛
風
英
語
が
好
感
度
抜
群
で
評

価
ア
ッ
プ
。
見
事
、
二
〇
〇
四
年
度

第
八
回
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年

水
大
賞
」
を
受
賞
、
小
さ
な
島
の
高

校
生
徒
が
「
水
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
に

輝
い
た
の
で
あ
る
。

　
昨
年
シ
ー
ズ
ン
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ

ツ
ア
ー
で
五
勝
を
挙
げ
た
東
村
の
宮

里
藍
（
十
九
才
）
は
、
二
〇
〇
五
年

度
も
絶
好
調
で
、
二
月
十
一
〜
十
三

日
南
ア
フ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
第
一
回

女
子
ゴ
ル
フ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
北

田
瑠
衣
と
の
ペ
ア
で
制
覇
。
「
初
代
世

界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
を
獲
得
し
一
躍

世
界
の
A
I
へ
と
躍
り
出
た
。
優
勝

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
爽
や
か
な
藍
ち

ゃ
ん
ス
マ
イ
ル
の
英
語
で
の
コ
メ
ン

ト
は
、
世
界
一
を
妙
に
納
得
さ
せ
た
。

世
界
へ
羽
ば
た
く
為
の
十
分
条
件
で

あ
る
英
語
は
沖
縄
と
い
う
環
境
こ
そ

学
習
の
立
地
条
件
と
し
て
最
適
で
あ

り
、
英
語
特
区
の
増
設
と
強
化
に
一

段
と
弾
み
を
つ
け
た
い
。

　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
O
I

S
T
）
の
創
設
学
長
の
シ
ド
ニ
ー
ブ

レ
ナ
ー
博
士
は
、
日
本
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
、
そ
し
て
世
界
全
体
の
科

学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
い
と
講

演
で
述
べ
、
世
界
最
高
水
準
（
B
e
s
t

�
i
n
�

t
h
e
�
w
o
r
l
d
）

を
目
指
す
沖
縄
の
新
時
代
の
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
が
始
動
し
た
。

　
長
年
培
っ
て
き
た
沖
縄
人
の
イ
チ

ャ
リ
バ
チ
ョ
ー
デ
ー
・
ヌ
チ
ド
タ
カ

ラ
の
心
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
で
、
甦
っ
た
沖
縄
力
を
全
開

し
世
界
へ
発
信
し
て
行
く
未
来
図
に

夢
が
膨
ら
む
。

し
な

ユ
ー

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
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平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
「
e
ー
文
書
法
」
が
施
行
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
紙
で
の
保
存
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
、
税
務
関
係
帳

薄
書
類
（
契
約
書
、
領
収
書
等
）
、
医
療
関
係
書
類
（
診
療
録
、

処
方
せ
ん
等
）
及
び
会
社
関
係
書
類
（
定
款
、
株
主
総
会
議
事
録

等
）
な
ど
の
電
子
保
存
が
容
認
さ
れ
ま
す
。

1

文
書
の
電
子
保
存
に
つ
い

3

ｅ
‐
文
書
法
の
ポ
イ
ン
ト

2

ｅ
‐
文
書
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
に
つ
い
て

ｅ－文書法により電子保存が容認される文書の主な例

ｅ‐文書法の概要

民間・行政の書面手続きにおける電子化を可能とする措置の状況 文書の電子保存について 

　　
文
書
の
電
子
保
存
に
つ
い
て
は
、
既
に
国

民
等
か
ら
行
政
機
関
へ
の
申
請
・
届
出
等
の

書
類
は
電
子
メ
ー
ル
で
も
送
付
可
能
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
企
業
か
ら
顧
客
に
交
付

す
る
契
約
書
類
は
電
子
メ
ー
ル
で
も
送
付

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
（
行
政
手
続
オ
ン
ラ

イ
ン
化
法
〔
平
成
十
五
年
二
月
施
行
〕
、
書
面

一
括
法
〔
平
成
十
三
年
四
月
施
行
〕
な
ど
）
。

　
し
か
し
、
帳
簿
書
類
、
領
収
書
、
注
文
書
等

の
文
書
の
電
子
的
な
保
存
は
未
だ
法
律
で

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
企
業
は
こ
れ
ら
の
書

類
を
紙
で
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
倉
庫
等
に
お
け
る
書
類
の
保

管
コ
ス
ト
な
ど
、
企
業
に
と
っ
て
負
担
と
な

っ
て
い
る
部
分
も
、
こ
れ
ら
の
電
子
化
が
容

認
さ
れ
れ
ば
、
電
子
化
の
コ
ス
ト
を
差
し
引

い
て
も
、
相
当
の
コ
ス
ト
削
減
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

　
ｅ
‐
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
II
加
速
化
パ
ッ
ケ

ー
ジ
で
は
、Ｉ
Ｔ
規
制
改
革
の
推
進
の
た
め
、

法
令
に
よ
り
民
間
に
保
存
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
財
務
関
係
書
類
、
税
務
関
係
書
類

等
の
文
書
・
帳
票
の
う
ち
、
電
子
的
な
保
存

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
近

年
の
情
報
技
術
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、文
書
・

帳
票
の
内
容
、
性
格
に
応
じ
た
真
実
性
・
可

視
性
等
を
確
保
し
つ
つ
、
原
則
と
し
て
こ
れ

ら
の
文
書
・
帳
票
の
電
子
保
存
が
可
能
と
な

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
、統
一
的
な
法
律（
通

称
「
e
‐
文
書
法
」
）
の
制
定
等
に
よ
り
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
電
子
保
存
の
容
認
の
要
件
、
対

象
範
囲
等
に
つ
い
て
早
急
に
と
り
ま
と
め
、
二

○
○
四
年
六
月
に
I
T
戦
略
本
部
に
報
告
を

行
い
、
同
年
十
月
に
法
案
を
国
会
に
提
出
し
、

十
一
月
に
は
ｅ
‐
文
書
法
案
が
可
決
・
成
立
し

ま
し
た
。（
内
閣
官
房
及
び
関
係
府
省
）

　　
民
間
へ
の
紙
に
よ
る
文
書
保
存
義
務
に

つ
い
て
、原
則
と
し
て
電
子
保
存
を
容
認
し
、

民
間
の
文
書
保
存
コ
ス
ト
を
軽
減
し
ま
す
。

（
電
子
保
存
と
は
、
当
初
か
ら
電
子
的
に
作

成
さ
れ
た
書
類
を
電
子
的
に
保
存
す
る
こ

と
及
び
書
面
で
作
成
さ
れ
た
書
類
を
ス
キ

ャ
ナ
で
イ
メ
ー
ジ
化
し
、
電
子
的
に
保
存
す

る
こ
と
の
両
者
を
含
む
。
）

　
通
則
法
に
よ
り
措
置
す
る
法
律
数
は
、
約

二
百
五
十
本
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
例

‥
医
師
法
（
診
療
録
）
、
商
法
（
損
益
計
算
書
）

等
）（
通
則
法
形
式
の
採
用
に
よ
り
、
個
別
に

法
改
正
せ
ず
に
電
子
保
存
を
容
認
。
）

　
ま
た
、
税
務
関
係
書
類
も
、
原
則
と
し
て

電
子
保
存
を
容
認
し
ま
す
。（
適
正
公
平
な

課
税
の
確
保
の
た
め
、
一
部
書
類
に
つ
い
て

は
対
象
に
し
な
い
。
）

　
た
だ
し
、
以
下
の
よ
う
な
一
部
の
文
書
に

つ
い
て
電
子
保
存
対
象
外
と
し
て
い
ま
す
。

緊
急
時
に
即
座
に
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
　
も
の
‥
船
舶
に
備
え
る
安
全
手
引
書

な
ど

現
物
性
が
極
め
て
高
い
も
の
‥
免

許
証
、
　
許
可
証
な
ど

条
約
に
よ
る
制
約
が
あ
る
も
の

そ
の
他

　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

民　間 行　政

IT書面一括法（H12.11）、商法改正法（H13.11）に

より、主要な手続について措置済み

●銀行、証券会社等の業務財産説明書類の備え

　付け

●定款等関係書類の備え置き、閲覧（商工会議所、

　組合等）

●税務関係書類の保存　など

保
存
・
閲
覧
等

申
請
・
交
付
等

ほとんどの手続が措置されず

行政手続オンライン化法（H15.2）
により、ほぼ全て措置済み

＜措置された主なもの＞

＜措置されていないもの＞

＜オンライン化されたもの＞

●行政機関への申請

●行政機関からの交付、通知等

●行政機関が行う縦覧、閲覧

●民間商取引で書面交付が義務化されているもの

　【例：旅行業法（旅行事業者の書面交付義務）】

●組合における議決権

●会社書類関係の電子化（議決権の電磁的行使など）

経団連をはじめとして民間から

強い規制緩和要望

ここが電子化できれば、書

面の交付から保存・縦覧まで、

一貫した電子化が可能に。

民間事業者等が行う書面の保存等における情報通信の技術の利用に関する法律

第1条関係（目的規定）

第2条関係（用語の定義）

第3条～第6条関係

通則法との調整等

①保存等の電磁化可能規定

②書面みなし規定

その他（第7条～第9条関係）

民間事業者等が電磁的記録による保存等をできるようにするための共通事項を定める。

保存義務のある書面について、主務省令で定めるところにより、電
磁的記録による保存・作成・縦覧等・交付等を行うことができる。

①により行われた保存等については、書面により行われたものとみなす。

地方公共団体における推進、経過措置、主務省令の定義

民間事業者等が行う書面の保存等における情報通信の技術の利用に関する法律の
施行に伴う関係法律の整備等に関する法律

≪整備法≫

≪通則法≫

通則法の規定では手当てが十分ではないもの等について、個別法（72本）

の一部改正により所要の規定を整備

電磁的記録による保存を容認する際に必要な特別な手続規定（電子計算機を使用して作成する国税関係
帳簿書類の保存方法等の特例に関する法律等）

立入検査の対象に電磁的記録を追加（行政書士法等）�等

①

②

関係法令：所得税法、法人税法、地方税法　等
保存期間：７年間

関係法令：医師法、歯科医師法、薬剤師法　等
保存期間：5年（診療録）、3年（処方せん）

関係法令：商法、銀行法、証券取引法　等
保存期間：10年（本店）、5年（支店）※商法上の株主総会の議事録の保存期間

税務関係帳簿書類（契約書、領収書、見積書、納品書、注文書等）

医療関係書類（診療録、処方せん　等）

会社関係書類（定款、株主総会の議事録、営業報告書　等）

1.

2.

3.

経済界全体の保存コスト試算
年間約3,000億円

趣�

旨

対
象
範
囲

施
行
日

　
「
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
法
律
」
及
び
「
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
の
通
称

注
※
「
ｅ
‐
文
書
法
」

（１）

（2）

（3）

問い合わせ先

沖縄総合事務局経済産業部産業課 098-866-0031（内285）
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渇水関連記事

水
資
源
開
発
の
重
要
性

沖
縄
の
水
事
情

水
資
源
開
発
の
現
状

嘉手納井戸群

北谷浄水場

西原浄水場那覇

倉敷取水ポンプ場

比謝川取水ポンプ場

長田取水ポンプ場

天願取水ポンプ場

西屋部取水ポンプ場

満名取水ポンプ場

源河取水ポンプ場

平南取水ポンプ場

喜如嘉取水ポンプ場

田嘉里取水ポンプ場

宇良取水ポンプ場

比地取水ポンプ場

与那取水ポンプ場

佐手前取水ポンプ場 佐手取水ポンプ場

辺野喜取水ポンプ場

宇嘉取水ポンプ場

座津武取水ポンプ場

武見取水ポンプ場

辺野喜ダム

普久川ダム

安波ダム

新川ダム

福地ダム

大保ダム

漢那ダム

倉敷ダム

久志浄水場

大保取水ポンプ場

漢那取水ポンプ場

管理中ダム

建設中ダム

取水ポンプ場

導水管

調整水路

川崎取水ポンプ場

石川浄水場

名護浄水場

金武ダム

山城ダム

億首ダム

羽地ダム

昭和47年度と平成15年度の水資源内訳

農業　65.8％

農業　30.3％
生活　18.8％

生活　60.6％

全国
18.8％

「（平成15年版）日本の水資源」より

沖縄
60.6％

工業　15.4％
工業　9.1％

全　　国沖　　縄

生活用水割合の比較

人口密度

沖縄本島
969人/km2

全　国
338人/km2

沖縄本島
2,107m3/人・年

全　国
5,114m3/人・年

１人当たりの平均降水量

　
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
平
成
十
六
年
三
月

は
、
渇
水
に
よ
る
給
水
制
限
の
実
施
が
間

近
に
迫
っ
て
い
る
時
期
で
し
た
。
沖
縄
本

島
に
お
け
る
平
成
十
五
年
の
降
雨
量
は
、

平
年
値
の
七
十
一
％
と
低
く
観
測
史
上
六

番
目
と
な
る
渇
水
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
十
六
年
当
初
か
ら
沖
縄
本
島
の
水
不

足
は
深
刻
で
し
た
。

　
幾
度
と
な
く
渇
水
連
絡
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
県
民
に
対
し
更
な
る
節
水
を
呼
び

か
け
る
非
常
事
態
と
な
り
、
三
月
末
に
は

平
成
六
年
以
来
十
年
振
り
と
な
る
給
水
制

限
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
至
っ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
直
前
の
降
雨
に
よ
り
給
水
制
限
は
緊
急

回
避
さ
れ
ま
し
た
が
、
十
年
間
断
水
の
な

い
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
県
民
の
皆
様
に

と
っ
て
は
、
水
資
源
開
発
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
で
し
た
。

　
沖
縄
県
は
、
我
が
国
唯
一
の
島
嶼
県
で

他
府
県
に
比
べ
面
積
が
狭
く
、
大
き
な
山

地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
河
川
は
流
域

面
積
が
小
さ
く
、
流
路
延
長
が
短
い
上
に

河
川
勾
配
が
急
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
持

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
沖
縄
は
台
風

の
来
襲
を
多
く
受
け
ま
す
。
台
風
が
沖
縄

近
海
を
通
過
す
る
頃
は
勢
力
が
強
く
、
速

度
も
遅
い
こ
と
か
ら
降
雨
量
が
四
百
〜
五

百
ミ
リ
の
豪
雨
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
理
的
条
件
か
ら
、
豪
雨
時
は

鉄
砲
水
と
な
っ
て
流
出
し
、
流
域
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
河
川
の
流
量
が
著
し
く
変
化
し
、

安
定
し
た
水
資
源
確
保
が
難
し
い
状
況
に

あ
り
、
本
土
復
帰
以
前
か
ら
毎
年
の
よ
う

に
渇
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
本
島
の
人
口
は
、
戦
後
二
倍
以
上

に
な
り
、
そ
の
九
十
％
以
上
が
中
南
部
に

集
中
し
て
い
る
た
め
、
北
部
の
水
源
で
開

発
さ
れ
た
水
を
中
南
部
に
送
り
、
消
費
す

る
と
い
う
形
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
本
島
の
年
間
降
水
量
は
本
土
よ
り

も
多
い
の
で
す
が
、
人
口
密
度
は
約
三
倍

に
な
る
た
め
、
一
人
当
た
り
の
平
均
降
水

量
は
本
土
の
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
利
用
に
占
め
る
生
活
用
水
の
割

合
が
非
常
に
高
く
、
特
殊
な
水
の
利
用
形

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
土
復
帰
時
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
ダ
ム

に
よ
る
安
定
水
源
の
割
合
は
日
平
均
取
水

量
の
十
五
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
十
五
年
度
に
は
国
・
県
等
管
理
ダ
ム

に
よ
る
安
定
水
源
か
ら
の
取
水
割
合
が
七

十
％
近
く
に
ま
で
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
河
川
か
ら
の
不
安
定
取
水
の

割
合
は
依
然
と
し
て
高
く
、
少
雨
傾
向
で

河
川
水
が
減
少
す
る
と
、
供
給
量
は
不
足

し
、
水
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
渇
水
状
態

と
な
り
ま
す
。
昭
和
四
十
七
年
の
復
帰
前

後
、
毎
年
の
よ
う
に
起
こ
っ
て
い
た
給
水

制
限
は
、
そ
の
後
の
水
資
源
開
発
施
設
の

整
備
と
と
も
に
改
善
さ
れ
、
昭
和
五
十
六

年
か
ら
五
十
七
年
に
か
け
て
の
大
渇
水
以

来
、
隔
日
断
水
は
あ
っ
た
も
の
の
、
国
管

理
ダ
ム
か
ら
の
補
給
に
よ
り

乗
り
切
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
県
民
の
生
活
水
準

の
向
上
、
産
業
の
発
展
、
人
口
・

観
光
客
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、

水
需
要
は
確
実
に
伸
び
て
き

て
お
り
、
渇
水
の
危
険
性
は

依
然
と
し
て
高
く
、
沖
縄
県

の
経
済
発
展
の
鍵
を
握
る
の
は
、

水
の
安
定
供
給
の
確
保
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
沖

縄
県
の
重
要
な
課
題
と
し
て

水
資
源
開
発
を
着
実
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

日平均
取水量

227.8千m3

河川水
124.5千m3

54.6％

企業局
管理ダム
33.9千m3

14.9％

地下水
69.4千m3

30.5％

ダム合計
320.9千m3

69.7％

国管理ダム
248.8千m3

54.1％

倉敷ダム
50.0千m3

10.8％

企業局
管理ダム
22.1千m3

4.8％

河川水
81.2千m3

17.6％

地下水
43.1千m3

9.4％

海淡水
15.0千m3

3.3％

日平均
取水量

460.2千m3

昭和47年度

平成15年度

一
、
水
の
安
定
供
給
の
た
め
に
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羽地ダム全景

式辞（竹林義久沖縄総合事務局長）

鎮定の儀くす玉解披

万歳三唱（渡口潔沖縄総合事務局次長）

挨拶を述べられる西銘順志郎内閣府大臣政務官

二
、
羽
地
ダ
ム
竣
工
式

三
、
大
保
ダ
ム（
脇
ダ
ム
）定
礎
式

　
平
成
十
七
年
二
月
十
三
日
、
大
宜
味

村
に
建
設
中
の
大
保
ダ
ム
（
脇
ダ
ム
）

に
お
い
て
、
地
元
関
係
者
や
行
政
関
係

者
及
び
工
事
関
係
者
等
約
百
五
十
名
が

見
守
る
中
、
定
礎
式
典
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
北
部
ダ
ム
事
務
所
長
の
式

辞
に
始
ま
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
次
長

の
挨
拶
、
沖
縄
県
企
画
開
発
部
地
域
・

離
島
振
興
局
長
お
よ
び
地
元
の
大
宜
味

村
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
部
ダ
ム
事
務
所
長
の
先
導

の
も
と
、
国
頭
サ
バ
ク
イ
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
ダ
ム
事
務
所
職
員
、
施
工
業
者

約
三
十
名
に
よ
り
礎
石
が
搬
入

さ
れ
、
「
鎮
定
の
儀
」
、
「
斎
槌
の

儀
」
、
「
埋
納
の
儀
」
と
順
次
、

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
盛
立
式
で
は
、
ダ
ン
プ
ト
ラ

ッ
ク
か
ら
投
入
さ
れ
た
盛
立
材

料
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
敷
均
し
、

振
動
ロ
ー
ラ
で
転
圧
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
く
す
玉
が
開

披
さ
れ
、
同
時
に
地
元
の
保
育

園
児
に
よ
り
風
船
が
放
た
れ
る
と
、

出
席
者
全
員
に
よ
る
万
歳
三
唱

の
声
が
ダ
ム
サ
イ
ト
に
鳴
り
響

き
ま
し
た
。
最
後
に
地
元
の
青

年
団
に
よ
る
力
強
い
エ
イ
サ
ー

の
演
舞
が
あ
り
、
式
典
は
滞
り

な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
脇
ダ
ム
工
事
は
最

盛
期
に
入
り
、
脇
ダ
ム
堤
体
は

平
成
十
八
年
度
、
本
ダ
ム
を
含

め
た
大
保
ダ
ム
は
平
成
二
十
一

年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

礎石搬入

くす玉開披

　
沖
縄
総
合
事
務
局
北
部
ダ
ム
事
務
所
が
、

沖
縄
本
島
北
部
の
名
護
市
郊
外
を
流
れ

る
羽
地
大
川
水
系
羽
地
大
川
に
、
沖
縄

本
島
の
水
資
源
開
発
の
一
環
と
し
て
建

設
を
進
め
て
き
た
「
羽
地
ダ
ム
」
の
竣

工
式
が
、
平
成
十
七
年
一
月
十
二
日
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
竣
工
を
迎
え
た

羽
地
ダ
ム
は
、
本
土
復
帰

後
三
十
三
年
間
で
、
北
部

ダ
ム
事
務
所
が
建
設
し
て

き
た
八
ダ
ム
目
の
直
轄
多

目
的
ダ
ム
で
す
。

�
�

羽
地
ダ
ム
は
、
羽
地
大

川
の
洪
水
調
節
、
か
ん
が

い
用
水
の
安
定
供
給
及
び

沖
縄
本
島
の
新
た
な
水
道

用
水
の
確
保
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
昭
和
五
十
六
年

度
か
ら
建
設
事
業
に
着
手

し
、
平
成
八
年
三
月
本
体

工
事
着
工
。
平
成
十
年
十

月
か
ら
堤
体
盛
立
を
開
始

し
、
平
成
十
二
年
三
月
に

盛
立
完
了
。
ま
た
、
平
成

十
三
年
七
月
か
ら
試
験
湛

水
を
開
始
し
、
平
成
十
六

年
六
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
竣
工
式
典
に
は
地
権
者
の
方
々
を
始
め
、

内
閣
府
大
臣
政
務
官
、
国
土
交
通
省
河

川
局
企
画
専
門
官
、
沖
縄
県
副
知
事
、

名
護
市
長
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、
北

部
ダ
ム
事
務
所
在
職
職
員
他
約
二
百
人

余
り
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
主
催
者
の
竹
林
義
久
沖
縄

総
合
事
務
局
長
の
式
辞
に
続
い
て
西
銘

順
志
郎
内
閣
府
大
臣
政
務
官
か
ら
の
挨
拶
、

塚
原
浩
一
企
画
専
門
官
よ
り
国
土
交
通

大
臣
の
挨
拶
代
読
が
あ
り
、
来
賓
を
代

表
し
て
嘉
数
昇
明
沖
縄
県
副
知
事
よ
り

知
事
祝
辞
の
代
読
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
横
森
源
治
北
部
ダ
ム
事
務
所
長

よ
り
工
事
経
過
報
告
、
来
賓
紹
介
と
続
き
、

最
後
に
羽
地
ダ
ム
の
建
設
に
あ
た
り
事

業
の
重
要
性
を
ご
理
解
頂
き
、
積
極
的

に
協
力
・
貢
献
頂
い
た
名
護
市
及
び
羽

地
ダ
ム
対
策
地
主
協
議
会
並
び
に
羽
地

大
川
ダ
ム
対
策
委
員
会
に
対
し
竹
林
局

長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
ダ
ム
堤
頂
に
移
し
来

賓
の
方
々
と
沖
縄
総
合
事
務
局
代
表
者

に
よ
り
、
記
念
植
樹
、
記
念
放
流
、
く

す
玉
開
披
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
放
流
で
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
押
す

と
同
時
に
維
持
放
流
設
備
用
の
引
張
り

ラ
ジ
ア
ル
ゲ
ー
ト
か
ら
勢
い
よ
く
水
が

噴
出
す
る
模
様
が
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出

さ
れ
、
浅
層
曝
気
装
置
を
兼
ね
た
噴
水

が
高
々
と
打
ち
上
が
り
ま
し
た
。

�
�

記
念
行
事
の
最
後
に
、
渡
口
潔
沖
縄

総
合
事
務
局
次
長
の
発
声
で
万
歳
三
唱

が
行
わ
れ
、
出
席
者
全
員
で
羽
地
ダ
ム

の
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

　
羽
地
ダ
ム
が
地
域
の
安
全
と
発
展
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
末
永
く
人
々

の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
地
域

の
新
た
な
風
土
資
産
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
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そ　の　1

総務部 

　
平
成
十
六
年
十
二
月
十
五
日
、
国
内
初
の
沖
縄
型
特
定
免
税
店
の
空
港
外
免
税
店
と
し
て
「
Ｄ
Ｆ
Ｓ
ギ
ャ
ラ
リ
ア
・
沖
縄
」

が
、
那
覇
新
都
心
地
区
の
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
お
も
ろ
ま
ち
駅
前
に
プ
レ
・
オ
ー
プ
ン
し
、
平
成
十
七
年
三
月
十
三
日
に
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
沖
縄
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
観
光
客
を
中
心
に
賑
わ
い
を
増
し
て
お
り
、
沖
縄
に

お
け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
更
な
る
魅
力
向
上
と
沖
縄
観
光
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
型
特
定
免
税
店
の
空
港
外
展
開

　
沖
縄
型
特
定
免
税
店
制
度
は
、
沖
縄
観
光

に
お
け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
魅
力
を
増
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
十
年
四
月
に
沖
縄

振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

導
入
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　
本
制
度
は
「
沖
縄
か
ら
沖
縄
以
外
の
国
内

地
域
に
出
域
す
る
旅
客
を
対
象
に
、
特
定
の

販
売
施
設
に
お
い
て
購
入
す
る
物
品
に
つ
い

て
関
税
の
免
除
措
置
を
講
ず
る
」
と
し
、
本

制
度
の
導
入
後
、
平
成
十
一
年
十
二
月
に
那

覇
空
港
国
内
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
内
に

国
内
初
の
特
定
免
税
店
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
三
年
度
の
法
改
正

で
は
、
従
来
の
関
税
の
払
戻
制
度
か
ら
免
税

制
度
に
改
正
さ
れ
る
と
と
も
に
、
対
象
品
目

が
全
て
の
輸
入
品
目
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
（
※
）
。
ま
た
、
平
成
十
四
年
四

月
に
施
行
さ
れ
た
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
で
は
、

特
定
免
税
店
の
空
港
外
へ
の
展
開
が
認
め
ら
れ
、

平
成
十
六
年
十
二
月
十
五
日
に
「
Ｄ
Ｆ
Ｓ
ギ
ャ

ラ
リ
ア
・
沖
縄
」
が
空
港
外
店
舗
と
し
て
指

定
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
購
入
商
品
の
引
渡
し
場

所
も
那
覇
空
港
内
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

観光振興地域内
特別免税店

搭乗券などの提示により、
搭乗便を確認

○月○日
××便

購入

本土へ

引渡し

観
光
戻
税
制
度
の
対
象
八
品
目
（
ウ
イ
ス
キ
ー

及
び
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
腕
時
計
、
香
水
、
喫
煙

用
ラ
イ
タ
ー
、
万
年
筆
、
革
製
ハ
ン
ド
バ
ッ

グ
、
身
辺
用
細
貨
類
、
さ
ん
ご
及
び
べ
っ
こ

う
製
品
）
が
追
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
改

正
に
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
人
気
の
あ

る
商
品
の
販
売
が
可
能
と
な
り
、
か
つ
低
価

格
で
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

※�

免税品の購入方法は？

出発時刻の２時間前までに購

入できます。購入する際には、

県外に出域することが証明で

きる航空券等を提示する必要

があります。なお、購入した

商品については、那覇空港内

の商品受取りカウンターでの

引渡しとなります。

観光客以外の人でも
買い物ができますか？

免税品の購入は、国内線航空

路線を利用し、沖縄県から県

外へ出域する人が対象となり

ますが、非免税品の購入や飲

食施設については観光客以外

の方でも利用できます。

外国商品に課税される関税が最

大３０％程度免除されます。

なお、一人あたりの関税免除額

は２０万円までとなっています。

空港外免税店に関する

通常価格と比べて
どれくらい割引されますか？

免税品購入の流れ
DFS 空港

空港内商品受取りカウンター

DFSギャラリア・沖縄の外観
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平
成
十
七
年
四
月
十
日
か
ら
十
二
日

ま
で
（
セ
ミ
ナ
ー
は
四
月
六
日
か
ら
）
、

米
州
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ｄ
Ｂ)

�

／
米
州
投

資
公
社(

Ｉ
Ｉ
Ｃ)
沖
縄
総
会
が
、
沖

縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
及
び
ラ

グ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
加
盟
四
十
六
ヶ
国
の
財
務
大
臣
、
中

央
銀
行
総
裁
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
代

表
団
や
国
際
機
関
、
民
間
金
融
機
関
の

首
脳
が
参
加
す
る
世
界
最
大
級
の
国
際

会
議
で
あ
り
、
日
本
で
の
開
催
は
、
一

九
九
一
年
の
名
古
屋
総
会

以
来
、
十
四
年
振
り
二
度

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
総
会
で
は
、
米
州
域
内

の
経
済
開
発
に
対
す
る
意

見
交
換
や
Ｉ
Ｄ
Ｂ
グ
ル
ー

プ
機
関
の
最
重
要
事
項
に

つ
い
て
の
意
思
決
定
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
と
並

行
し
て
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や

多
彩
な
歓
迎
行
事
も
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　
中
南
米
諸
国
に
は
、
日

本
か
ら
多
く
の
移
民
を
送

り
出
し
て
お
り
、
な
か
で

も
沖
縄
か
ら
の
移
民
は
大

き
な
割
合
を
占
め
ま
す
。

か
つ
て
ア
ジ
ア
の
中
継
交

易
地
と
し
て
栄
え
た
沖
縄
で
、

中
南
米
・
カ
リ
ブ
海
諸
国

の
社
会
経
済
開
発
の
中
心
的
な
担
い
手

で
あ
る
Ｉ
Ｄ
Ｂ
／
Ｉ
Ｉ
Ｃ
総
会
を
開
催

す
る
こ
と
は
、
日
本
と
中
南
米
さ
ら
に

ア
ジ
ア
と
中
南
米
の
結
び
つ
き
を
一
層

深
め
て
い
く
う
え
で
意
義
深
い
も
の
に

な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
催
も
目
前
に
迫
り
、
歓
迎
ム
ー
ド

も
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
春
、

沖
縄
が
全
世
界
か
ら
再
び
注
目
さ
れ
る

機
会
と
な
り
ま
す
。

 

　
平
成
十
六
年
十
二
月
三
日
に
公
布
さ
れ
た
「
信
託
業
法
」
が
同
年
十
二
月
三
十
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
受
託
可
能
財
産
の
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
特
許
権
や
著
作
権
な
ど
の
知
的
財
産
権
に
つ
い

て
も
受
託
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
金
融
機
関
に
限
定
さ
れ
て
い
た
信
託
業
の

担
い
手
が
拡
大
さ
れ
、
金
融
機
関
以
外
の
方
も
信
託
業
に
参
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
信
託
契
約
代
理
店
制
度
や
信
託
受
益
権
販
売
業
者
制
度
が
設
け
ら
れ
、
信
託
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
の
窓
口
が
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
信
託
と
は
、
「
自
分
（
委
託
者
）
の
信
頼
で
き

る
人（
受
託
者
）
に
財
産
権
を
引
き
渡
し
、
一
定

の
目
的
（
信
託
の
目
的
）
に
従
い
、
あ
る
人
（
受

益
者
）
の
た
め
に
、
そ
の
財
産
（
信
託
財
産
）
の

管
理
や
運
用
等
を
委
託
す
る
」
制
度
で
す
。

　
（
図
で
示
す
と
左
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
）

　
旧
信
託
業
法
で
は
受
託
可
能
財
産
が
金
銭
、

有
価
証
券
、
金
銭
債
権
等
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
特
許
権
等
の
知
的
財
産
権
な
ど
を

信
託
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
近
年
、
特
に
知
的
財
産
権
等
を
信
託
す
る
こ

と
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け

て
、
今
回
の
法
改
正
に
お
い
て
、
受
託
可
能
財

産
の
範
囲
の
限
定
を
撤
廃
し
ま
し
た
の
で
、
改

正
信
託
業
法
に
お
い
て
は
、
信
託
法
第
一
条
で

定
め
る
「
財
産
権
」
一
般
に
つ
い
て
信
託
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
信
託
は
、
受
託
者
に
対
す
る
「
信
認
」を
背
景

に
財
産
権
等
の
所
有
権
を
受
託
者
に
移
転
す
る

ス
キ
ー
ム
で
信
託
を
業
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、

受
益
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
一
定
の
参
入
基
準

を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
信
託
会
社
と
し
て
行
お
う
と
す
る
管
理
処
分

行
為
の
態
様
は
多
様
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

信
託
会
社
が
行
う
信
託
業
の
機
能
及
び
業
務
内

容
に
応
じ
て
、
信
託
財
産
の
運
用
を
行
う
「
運

用
型
信
託
会
社
」と
「
管
理
型
信
託
会
社
」
と
に

区
分
し
、
参
入
基
準
を
区
分
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
企
業
内
の
信
託
業

　
グ
ル
ー
プ
企
業
内
で
行
わ
れ
る
信
託
業
（
委

託
者
、
受
託
者
及
び
受
益
者
が
同
一
の
会
社
集

団
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
）
に
つ
い

て
は
、
そ
の
信
託
の
受
託
者
が
内
閣
総
理
大
臣

に
届
出
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
免
許
又
は
登
録

を
受
け
る
こ
と
な
く
営
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

承
認
Ｔ
Ｌ
Ｏ
（
技
術
移
転
機
関
）

　
「
大
学
等
技
術
移
転
促
進
法
」
に
基
づ
き
主
務

大
臣
の
承
認
を
受
け
た
技
術
移
転
機
関
（
承
認

Ｔ
Ｌ
Ｏ
）
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
登

録
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
免
許
を
受
け
る
こ

と
な
く
信
託
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
承
認
Ｔ
Ｌ
Ｏ
の
登
録
拒
否
要
件
は
、

管
理
型
信
託
業
の
登
録
拒
否
要
件
に
準
じ
ま
す

が
、
組
織
形
態
を
株
式
会
社
に
限
定
し
な
い
な

ど
、
管
理
型
信
託
業
の
登
録
拒
否
要
件
の
一
部

が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
信
託
契
約
代
理
業

　
「
信
託
契
約
の
締
結
の
代
理
（
信
託
会
社
又

は
外
国
信
託
会
社
を
代
理
す
る
場
合
に
限
り
ま

す
。
）
又
は
媒
介
を
行
う
営
業
」
と
定
義
さ
れ
、

内
閣
総
理
大
臣
の
登
録
を
受
け
て
営
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
信
託
契
約
代
理
店
は
、
所

属
信
託
会
社
又
は
所
属
信
託
兼
営
金
融
機
関
の

た
め
に
信
託
契
約
代
理
業
を
営
む
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

信
託
受
益
権
販
売
業

　
「
信
託
の
受
益
権
（
証
券
取
引
法
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
に
表
示
さ
れ
る
権

利
及
び
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
有
価

証
券
と
み
な
さ
れ
る

権
利
を
除
き
ま
す
。
）

の
販
売
又
は
そ
の
代

理
若
し
く
は
媒
介
を

行
う
営
業
」
と
定
義

さ
れ
、
内
閣
総
理
大

臣
の
登
録
（
三
年
ご

と
の
更
新
制
）
を
受

け
て
営
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ＩＤＢ/ＩＩＣ沖縄総会の主な日程

・4月 9日（土）　ウェルカムイベント

・4月12日（火）　フェアウェルイベント

・同伴者プログラム�等

・4月 6日（水）～10日（日）　「セミナー」

・4月10日（日）　「開会式」

・4月10日（日）～12日（火）　「本会議」

・4月12日（火）　「閉会式」

【その他イベント】

　ご迷惑をおかけしますが、自家用車の自粛や会場周辺の交通整理

などにご協力いただきますようお願いいたします。

米州開発銀行「年次総会ウェブサイト」

米 州 開 発 銀 行 駐 日 事 務 所

第46回米州開発銀行年次総会�沖縄開催実行委員会

http://www.iadb.org/am2005/

http://www.iadb.org/japan/

http://www.idb-okinawa2005.jp/

ホームページのご案内

主会場の1つとなる「沖縄コンベンションセンター」

信託利益の交付

財産権の移転・
管理運用の指示

信託契約・遺言 受託者

受益者

信託の目的

委託者

分別管理義務・

忠実義務・

善管注意義務など

【信託のしくみ】

信託財産

総会期間中は、会場周辺の道路が混み合うことが予想されます。

信
託
と
は

受
託
可
能
財
産
の
範
囲
の
拡
大

信
託
業
の
担
い
手
の
拡
大
（
参
入
基
準
等
）

信
託
会
社
の
特
例

信
託
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
窓
口
の
拡
大

受
託
者
が
自
ら
の
裁
量
で
信
託
財
産
の

形
を
変
え
た
り
、
運
用
や
処
分
を
行
い
ま

す
（
免
許
制
）
。

受
託
者
が
自
ら
の
裁
量
で
信
託
財
産
の

形
を
変
え
た
り
処
分
し
た
り
せ
ず
、
そ
の

財
産
の
通
常
の
用
法
に
従
っ
て
保
存
・
維

持
・
利
用
の
み
を
行
う
か
、
又
は
委
託
者

等
の
指
図
に
従
っ
て
の
み
処
分
を
行
う

信
託
会
社
（
登
録
制
。
＊
定
期
的
に
登
録
拒
否
要

件
に
該
当
す
る
か
否
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
不
健
全
な

業
者
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
三
年
毎
の

更
新
制
と
し
て
い
ま
す
）
。

「
運
用
型
信
託
会
社
」

「
管
理
型
信
託
会
社
」

●詳しくは金融庁ホームページも

　ご覧下さい（http://www.fsa.go.jp/）。

沖縄総合事務局財務部金融監督課

問合せ先
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底
固
い
動
き

盛
り
上
が
り
に
欠
け
る

改
善
の
動
き
続
く

　
雇
用
情
勢
を
み
る
と
、
有
効
求
人
倍
率
は
新
規
求

人
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
上
昇
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
県
外
か
ら
の
受
求
人
は
引
き
続

き
増
加
し
て
お
り
、
就
職
件
数
も
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
雇
用
情
勢
は
改
善
の
動
き
が
続
い

て
い
る
。

　
住
宅
建
設
を
新
設
住
宅
着
工
戸
数
で
み
る
と
、
持
家
、

貸
家
、
分
譲
で
い
ず
れ
も
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
全
体
で
も
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
個
人
消
費
を
み
る
と
、
百
貨
店
は
引
き
続
き
大
型
ス
ー
パ

ー
出
店
の
影
響
な
ど
か
ら
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
主
要
ス

ー
パ
ー
は
、
天
候
要
因
の
影
響
か
ら
衣
料
品
等
の
季
節
商
品

が
低
調
で
あ
る
も
の
の
、
新
規
出
店
効
果
に
よ
り
主
力
の
飲

食
料
品
が
堅
調
な
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な
っ
て
い

る
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

耐
久
消
費
財
の
動
向
を
み
る
と
、
家
電
販
売
（
卸
売
）
は
、

薄
型
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
好
調
な
こ
と
か
ら
前
年
を
上
回
っ

て
い
る
。
新
車
販
売
は
、
引
き
続
き
軽
自
動
車
が
好
調
な
ほ

か
、
新
型
車
投
入
効
果
か
ら
小
型
乗
用
車
が
前
年
を
上
回
っ

て
お
り
、
全
体
で
も
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
中
古
車
販
売

は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
個
人
消
費
は
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
底

固
い
動
き
と
な
っ
て
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
天
候
要
因
に
よ
る
不
透
明
感
は
あ

る
も
の
の
主
要
ス
ー
パ
ー
の
飲
食
料
品
な
ど
が
引
き
続
き
堅

調
な
こ
と
か
ら
、
底
固
い
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

前
年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の

高
水
準
を
維
持

　
観
光
を
観
光
入
込
客
数
で
み
る
と
、
自
然
災
害
に
よ
る
旅
行
マ
イ

ン
ド
の
低
下
な
ど
か
ら
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
根
強
い
沖

縄
人
気
に
支
え
ら
れ
、
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
な
お
、
主
要
ホ

テ
ル
の
客
室
稼
働
率
は
、
ホ
テ
ル
の
新
設
が
相
次
い
だ
こ
と
に
よ
る

宿
泊
客
の
分
散
な
ど
か
ら
低
下
し
て
い
る
。
一
方
、
客
室
単
価
は
、

値
戻
し
の
動
き
が
続
い
て
お
り
、
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
観
光
関

連
施
設
の
入
場
者
数
は
、
美
ら
海
水
族
館
の
オ
ー
プ
ン
効
果
が
一
巡

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
D
F
S

空
港
外
店
舗
の
オ
ー
プ
ン
に
よ

る
誘
客
効
果
や
修
学
旅
行
等
の
増
加
な
ど
か
ら
、
引
き
続
き
高
水
準

で
推
移
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

　
生
産
活
動
を
み
る
と
、
食
料
品
で
は
、
泡
盛
は
好
調
に

推
移
し
、
パ
ン
等
も
堅
調
な
こ
と
か
ら
全
体
で
も
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
。
一
方
、
窯
業
土
石
で
は
、
生
コ
ン
は

前
年
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
で
は
前
年
を
下

回
っ
て
い
る
。
金
属
製
品
、
石
油
製
品
等
で
も
前
年
を
下

回
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
産
活
動
は
一
部
に
動
き
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
盛
り
上
が
り
を
欠
い
て
い
る
。

住
宅
建
設

　
十
六
年
度
は
、
一
・
六
％
の
増
加
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
（
下
期
八
・
八
％
の
増
加
見
込
み
）

�
。
業
種
別
に
み
る

と
、
製
造
業
は
減
少
見
込
み
、
非
製
造
業
は
増
加
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
。

設
備
投
資

総括判断

管内経済は、一部に弱い動

きがみられるものの、持ち

直しの動きが続いている。

先行きについては、持ち直

しの動きが持続する見込み。

●平成17年1月

●平成16年10月

（不　　変）

経済動向

管内経済は、台風等の影

響から一服感がみられる

ものの、持ち直しの動き

が続いている。先行きに

ついては、持ち直しの動

きが持続する見込み。

　
公
共
事
業
の
動
向
を
公
共
工
事
前
払
金
保
証
請
負
額

（
累
計
）
で
み
る
と
、
全
体
で
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。�

公
共
事
業

　
十
六
年
度
は
、
二
・
二
％
の
増
益
見
込
み
（
下
期
六
・
四

％
減
益
見
込
み
）
と
な
っ
て
い
る
。
業
種
別
に
み
る
と
、

製
造
業
は
増
益
見
込
み
、
非
製
造
業
は
減
益
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。��

�
�

企
業
収
益

　
現
状
判
断
は
前
回
調
査
よ
り
八
・
九
％
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
、
十
六
年
十
〜
十
二
月
期
は
「
上
昇
」
と
「
下
降
」
が

均
衡
し
て
い
る
。

企
業
の
景
況
感
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管
内
経
済
は
、
一
部
に
弱
い
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
持
ち
直
し

の
動
き
が
続
い
て
い
る
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
持
続
す
る
見
込
み
。

　
生
産
活
動
は
盛
り
上
が
り
に
欠
け
、
個
人
消
費
は
全
体
と
し
て
み
れ
ば
底
固

く
、
雇
用
情
勢
は
改
善
の
動
き
が
続
き
、
観
光
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の

高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
個
人
消
費
は
底
固
く
推
移
し
、
観
光
は
高
水
準
で
推
移

す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
持
続
す
る
見
込
み
。

個
人
消
費

生
　
産

雇
用
情
勢

観
　
光

本頁の経済動向は景気の足元の方向性を示したもので
あり、景気の水準を示したものではない。
また、前回との比較での方向性でもない。

（前回との比較は、判断の欄に（　）書きで示してある）。

※

（資料）当局調査

（資料）沖縄県

（資料）沖縄労働局、沖縄県（資料）沖縄労働局

（注）指数は原指数　　（資料）沖縄県

：当局調査

：当局調査

：自動車販売協会

大型小売店等

家 電 卸 売 額

新車登録台数

大型小売店等は百貨店、スーパー、コンビ
ニエンスストアの販売額合計（全店ベース）
新車販売台数はレンタカー除く

（注） （資料）

（
平
成
十
七
年
一
月
）
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ゲットウの主成分、デヒドロカワイン、ポリフェノール、精油成分の分離法

ケーンセパレーションシステムによるサトウキビの総合利用

養殖ヒトエグサ（アーサ）から分離した多糖の抗血液凝固活性

沖縄産薬草の健康食品としての開発

パパイア産業の育成を目指した先端技術の実用化研究

沖縄産アセロラのシークァーサー果汁抽出エキス粉を利用した新たな生活習慣病予防食品の開発

発�表�者 発�表�課�題�名

ポスターセッション会場

発表会場

　
農
林
水
産
部
農
産
園
芸
課
で
は
、
去
る
一
月
十
九
日
に
、
沖
縄
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
沖
縄
の
農
水
産
物
の
利
用
促
進
と
加
工
食
品
の

開
発
促
進
を
目
的
と
し
た
、
沖
縄
産
学
官
連
携
「
食
品
産
業
に
関
す
る
技
術
成

果
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
お
よ
そ
百
二
十
名
の
試
験
研
究
機
関
職
員
や
食
品
産
業
事
業
者

等
が
参
集
し
、
大
学
、
試
験
研
究
機
関
等
か
ら
基
調
講
演
や
食
品
産
業
事
業
者
等

に
対
し
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
技
術
移
転
の
促
進
を
図
る
た
め
食
品
関
連
の
研

究
成
果
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発表者 研究課題と発表写真 研�究�成�果

琉球大学農学部

生物生産学科

助教授　川崎聖司

噴霧乾燥法によるサトウキビ搾

汁液からの新規含蜜糖の生産
　小型噴霧乾燥装置を用いて、サトウキビ搾汁液を濾過後に噴霧乾

燥を行い基礎的な乾燥特性の検討を行った。得られた生成物のうち

良と判断された試料はマイルドな味がする僅かに黄色を帯びた乳白

色の粉末であるが、明度は精製糖に近く従来法による黒糖よりも遙

かに高い値を示した。また、平均粒径は２０－３０μ程度であった。

沖縄県農業試験場

�流通加工研究室

�研究員　広瀬直人

熱帯果実加工食品の開発 　熱帯果実の加工と製品開発について、

マンゴー及びパインアップルを例と

した凍結乾燥によるチョコレートコ

ーティング種製造技術の開発とグア

バを例としたケチャップ製造技術の

開発について紹介。

琉球大学
　農学部教授　多和田真吉

琉球大学
　農学部助教授�和田�浩二

琉球大学
　農学部教授��田幸�正邦

琉球ﾊﾞｲｵﾘｿｰｽ
　研究員　与那覇�恵

沖縄県農業試験場
　研究員��浦崎　直也

琉薬
　開発部次長���長嶺　勲

沖縄県

工業技術センター

主任研究員

比嘉　賢一

保健機能因子強化飲料及びそ

の原材料の品質評価研究
　醸造副産物及び亜熱帯性農作物について遊離アミノ酸、有機酸及

び微生物の増殖特性に関する分析を行い、保健機能因子強化飲料の

品質設計の指標となる原料特性の把握を行うとともに、ブレンドレ

シピの完成した保健機能因子強化飲料の保存試験を行い官能検査、

微生物検査及び血圧上昇抑制作用の指標となるアンジオテンシン変

換酵素阻害活性などの経時変化をもとに賞味期限の設定に資する基

礎データの蓄積。

琉球大学

�大学院医学研究科

病原生物学分野

�教授�　森�直樹

クルクミンの成人Ｔ細胞性白血

病治療薬としての可能性

　ウコンに含まれる黄色色素成分クルクミンの成人Ｔ細胞性白血病

(ATL)治療薬としての可能性を検討した。クルクミンはATL細胞にアポ

トーシスを誘導し、細胞周期停止させた。ＡＴＬ細胞の生存にはNF-KB、

AP-1、Jak/Sfat、Wnt、PI3K/Akt計略が重要であるが、クルクミンはこ

れら生存経路をすべて阻害する。その結果、種々のアポトーシス阻害タ

ンパクや細胞周期関連タンパクの発現が抑制される。免疫不全マウスに

ＡＴＬ細胞を移植後、クルクミンを投与すると、腫瘍の縮小を認めた。

以上により、クルクミンのＡＴＬ治療薬としての可能性が示唆された。

　
ま
ず
、
沖
縄
県
知
的
所
有
権

セ
ン
タ
ー
特
許
流
通
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
木
村
　
薫
氏
か
ら
「
沖

縄
県
に
お
け
る
特
許
の
現
状
と

課
題
」
と
題
し
て
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
沖
縄
に
お
け
る

特
許
の
出
願
に
つ
い
て
は
、
企

業
（
法
人
）
の
出
願
が
少
な
く

個
人
の
出
願
が
多
い
。
出
願
件

数
は
十
年
前
の
三
倍
と
増
加
し
、

意
識
の
向
上
は
見
ら
れ
る
が
、

依
然
と
し
て
全
国
に
比
べ
低
い

状
況
に
あ
り
、
今
後
は
、
公
的

支
援
機
関
の
存
在
や
活
動
内
容

と
特
許
庁
の
中
小
企
業
向
け
優

遇
措
置
等
に
つ
い
て
、
企
業
関

係
者
が
積
極
的
に
知
る
努
力
を

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
事
例
発
表
が
行
わ

れ
、
琉
球
大
学
農
学
部
生
物
生

産
学
科
助
教
授
　
川
崎
聖
司
氏

に
よ
る
「
噴
霧
乾
燥
法
に
よ
る

サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
汁
液
か
ら
の
新

規
含
蜜
糖
の
生
産
」
、
沖
縄
県
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

　
比
嘉
賢
一
氏
に
よ
る
「
保
健

機
能
因
子
強
化
飲
料
及
び
そ
の

原
材
料
の
品
質
評
価
研
究
」
、
沖

縄
県
農
業
試
験
場
流
通
加
工
研

究
室
研
究
員
　
広
瀬
直
人
氏
に

よ
る
「
熱
帯
果
実
加
工
食
品
の

開
発
」
、
琉
球
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
病
原
生
物
学
分
野
教
授

　
森�

直
樹
氏
に
よ
る
「
ク
ル
ク

ミ
ン
の
成
人
Ｔ
細
胞
性
白
血
病

治
療
薬
と
し
て
の
可
能
性
」
の

四
事
例
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
農
林
水
産
省
総
合

食
料
局
食
品
産
業
企
画
課
技
術

室
長
　
小
平�

均�

氏
か
ら
「
農

林
水
産
省
に
お
け
る
競
争
的
資

金
制
度
に
つ
い
て
」
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
説
明
で
は
、
民
間

企
業
、
大
学
、
公
立
試
験
研
究

機
関
、
独
立
行
政
法
人
向
け
に
、

様
々
な
目
的
に
対
応
し
た
提
案

公
募
型
研
究
開
発
事
業
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

研
究
者
等
か
ら
食
品
産
業
関
係

者
に
向
け
た
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ

ョ
ン
が
左
記
六
課
題
に
つ
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
琉
球
大
学
地
域
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー
の
産
学
官
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
伊
良
部
忠

男
氏
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
、
今
後
、
試
験
研
究
等

行
い
た
い
企
業
等
に
対
し
、
産

学
官
連
携
に
よ
る
補
助
金
や
資

金
の
紹
介
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
林
水
産
部
消
費
・

安
全
課
に
よ
る
食
品
品
質
表
示

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
食
品
製

造
業
等
か
ら
の
表
示
に
関
す
る

相
談
を
受
け
ま
し
た
。
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同
会
議
は
、
平
成
十
五
年
三

月
二
十
八
日
に
金
融
庁
か
ら
発

表
さ
れ
た
「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
の
機
能
強
化

に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
中
小
・
地

域
金
融
機
関
に
よ
る
創
業
・
新

事
業
支
援
機
能
の
強
化
の
一
環

と
し
て
、
平
成
十
五
年
度
か
ら

開
催
し
、
沖
縄
に
お
い
て
は
、

沖
縄
県
銀
行
協
会
、
当
局
財
務

部
及
び
経
済
産
業
部
の
協
力
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
そ
れ
ぞ
れ
先
端
的
技

術
力
を
有
す
る
（
株
）
デ
ィ
ア

イ
エ
ス
（
具
志
川
市
、
竹
内
康

二
社
長
）
、
日
本
マ
テ
リ
ア
ル

環
境
（
株
）
（
具
志
川
市
、
松

尾
年
純
会
長
）
、
（
株
）
環
境
浄

化
セ
ン
タ
ー
（
糸
満
市
、
久
保

田
満
社
長
）
及
び
Ｓ
Ｔ
ル
ー
フ

（
株
）
（
浦
添
市
、
城
田
小
夜
子

社
長
）
の
四
社
が
事
業
計
画
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　
経
済
産
業
部
に
お
い
て
は
、

今
後
も
沖
縄
県
銀
行
協
会
及
び

財
務
部
と
の
連
携
の
下
、
有
望

な
研
究
開
発
型
企
業
へ
の
資
金

面
に
お
け
る
支
援
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

経済産業省が推進する産業クラスター計画の全国 19

プロジェクトの一つとして、地域において比較優位性

をもつ4分野（健康関連産業、情報関連産業、環境関

連産業及び加工交易型産業）を対象として、産学官の

広域的なネットワーク形成を図るとともに、総合的か

つ効果的な支援施策の展開による産業クラスターの形

成を目指しています。

　
全
国
で
も
有
数
の
交
通
渋
滞
地
域

で
あ
る
那
覇
都
市
圏
に
お
い
て
、
マ

イ
カ
ー
に
頼
り
す
ぎ
ず
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動
手
段
）

を
構
築
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

方
策
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
全
国
で
の
公
共
交
通
に
関
す
る
先

進
事
例
な
ど
を
基
に
「
市
民
の
た
め

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
？
」
と
題
し
、「
沖

縄
本
島
公
共
交
通
利
用
促
進
方
策
等

検
討
調
査
」
の
一
環
と

し
て
、
平
成
十
七
年
一

月
二
十
四
日
（
月
）
に

自
治
会
館
に
お
い
て
「
公

共
交
通
利
用
促
進
方
策

講
演
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
基
調
講
演
と
し
て
、

名
古
屋
産
業
大
学
の
伊

豆
原
浩
二
教
授
に
よ
る

「
都
市
づ
く
り
へ
の
バ

ス
交
通
の
活
用
〜
国
内

外
の
事
例
か
ら
〜
」
が

行
わ
れ
、
バ
ス
の
特
性

を
発
揮
す
る
た
め
の
策

と
し
て
、
バ
ス
レ
ー
ン

な
ど
の
走
行
環
境
の
改

善
、
バ
ス
停
環
境
の
改

善
な
ど
に
お
け
る
国
内

外
の
事
例
の
紹
介
、
今

後
の
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
に

お
け
る
課
題
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、

「
浜
松
市
オ
ム
ニ
バ
ス

タ
ウ
ン
計
画
〜
八
カ
年
の
取
り
組
み

と
将
来
の
バ
ス
交
通
〜
」
（
浜
松
市
都

市
計
画
部
交
通
政
策
課
　
玉
木
利
幸

課
長
補
佐
）
、

「
市
民
共
同
方
式
で

走
る
全
国
初
の
地
域
バ
ス
」
（
醍
醐
地

域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ

る
市
民
の
会
　
吉
村
睦
子
副
会
長
）
、

「
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
バ
ス

サ
ー
ビ
ス
改
善
施
策
」
（
東
急
バ
ス
株

式
会
社
　
高
橋
和
夫
運
輸
部
長
）
、

「
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
け
ん
引
方
式
に
よ

る
新
た
な
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
の
提
案
」

（
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
本
社
営
業

部
営
業
課
　
片
田
慎
二
課
長
）
の
先

進
事
例
等
に
基
づ
く
、
講
演
を
頂
き
、

バ
ス
再
生
の
取
り
組
み
等
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
会
場
入
口
に

お
い
て
、
I
C

カ
ー
ド
対
応
の
バ
ス

運
賃
箱
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
日
は
、
予
想
を
超
え
る

約
百
八
十
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
関

係
者
を
は
じ
め
と
す
る
県
民
の
バ
ス

等
公
共
交
通
機
関
へ
の
関
心
の
高
さ

を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
去
る
一
月
十
四
日
、
那
覇
市
内
に
お
い
て
、
沖
縄
県
銀
行
協
会
主
催
の
「
第
三
回
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
サ
ポ

ー
ト
金
融
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
三
行
（
沖
縄
銀
行
、
琉
球
銀
行
、
沖
縄
海
邦
銀
行
）
及
び
一
信
用
金
庫

（
コ
ザ
信
用
金
庫
）
に
対
し
、
融
資
を
希
望
す
る�

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
企
業
の
四
社
が
各
々
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

会議風景
バス再生の取組��事例紹介

ICカードのデモンストレーション

松尾会長（（株）日本マテリアル環境）

竹内社長（（株）ディアイエス）

※ 

※ ＯＫＩＮＡＷＡ型産業振興プロジェクト
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　舟艇利用の健全な普及、振興を図るこ

とを目的として、沖縄総合事務局運輸部、

開発建設部、第十一管区海上保安本部、

沖縄県等関係行政機関と日本小型船舶検

査機構沖縄支部等関係団体を構成メンバ

ーとした第8回沖縄地区舟艇利用振興対

策連絡会議を平成17年 2月 14日に開催

しました。

　今回の会議では、㈰プレジャーボート

の利用をめぐる取り組みについて（国土

交通省）、㈪港湾におけるプレジャーボ

ート対策の現状について（開発建設部）、

㈫海難発生状況について（第十一管区海

上保安本部）、㈬小型船舶登録状況につ

いて（日本小型船舶検査機構沖縄支部）、

㈭マリンレジャーの活性化に向けた小型

船舶制度の整備等について（運輸部）の

議題で提出された資料説明をもとに意見、

交換が行われました。

　国土交通省の取り組みとして、平成

12 年から 15 年度までの 4年間 ｢ＦＲＰ

廃船高度リサイクルシステム構築プロジ

ェクト｣ を実施。平成 16 年春より具体

的なリサイクルのあり方について業界と

検討中で、平成 17年秋ごろから地域限

定でリサイクル事業を開始し、平成 19

年度には全国へリサイクル事業を展開す

る予定であることやその他の施策の説明

がありました。

　沖縄は、自然環境面・文化面において、個

性的で貴重な特性を有しており、これは他

の地域にはない魅力・資源であり、今後、沖

縄の特性（沖縄らしさ）を十分に活かした

沖縄振興を推進していくことが求められ

ています。

　しかしながら、これまでの沖縄における

地域振興を進めるに当たっては、社会資本

の整備等の諸政策を着実に進め、経済面・

生活面での相応の成果が上がってきたも

のの、必ずしも満足のいく「沖縄らしい景観」

の創出がなされたといえない面があります。

　こうしたなか、美しい国づくりのための

具体的施策をとりまとめた「美しい国づく

り政策大綱」が平成15年7月に、更に、我が

国において、初めて「景観」に関する総合的

な枠組みである「景観法」を含む景観緑三

法が平成16年6月に成立しました。

　このため、内閣府振興局と沖縄総合事務

局において、沖縄らしい風景づくりに寄与

する社会資本整備のあり方として、「『“美

ら島沖縄”風景づくり』のガイドライン（仮

称）」の検討を平成16年度より進めている

ところです。

　その検討委員会として、「美ら島・沖縄づ

くり検討委員会」の第1回目の委員会を以

下のとおり開催しました。

運 　 輸 　 部 開 発 建 設 部 開 発 建 設 部

　経済産業部では、去る 2月 8日、沖

縄産業支援センターにおいて、独立行

政法人中小企業基盤整備機構との共催

で「平成 16年度物流効率化セミナー」

を開催しました。

　本セミナーは、卸売業者、荷主業者、

物流事業者等を対象に物流効率化（共

同化・情報化）による経営改善及び環

境負荷低減策を講じることの必要性と

それに対する理解を深めることを目的

として行っているものです。

　今回のセミナーでは、「物流アウト

ソーシングとパートナーシップ」と題

して重田靖男氏（（株）東京ロジステ

ィクス研究所顧問）と、引き続き「企

業物流の現状と将来」と題して湯浅和

夫氏（（株）湯浅コンサルティング代

表取締役社長）による講演が行われま

した。

　講演会場には、卸売業者、物流事業

者など多くの関係者がつめかけ、参加

者のなかから「身近な例を基に説明い

ただいたので大変わかりやすかった」、「物

流全体のムダの見直しを図る必要性を

痛感した」等の意見が挙がるなど、物

流効率化への取組に対する熱意が窺わ

れました。

　平成17年1月24日（月）コープおきなわ新

都心店（那覇市おもろまち）において沖縄総

合事務局農林水産部主催「メール� de� 食育�

標語コンテスト」表彰式が開催されました。

「メール� de� 食育」標語コンテストは、日頃

から「食」について考える習慣を身につけて

もらうことを目的に推進される「食を考え

る月間（毎年1月）」にちなんで「食」に関する

標語を広く募集したもので、県内外から693

作品（応募者数597名）の応募がありました。

　優秀作品の選考には大城正大琉球調理師

専修学校長、山里美江子食育推進ボランテ

ィア・管理栄養士、竹林義久沖縄総合事務局

長、秋本佳則農林水産部長の４名が当たり、

厳正な審査の結果、沖縄総合事務局長賞（1点）、

沖縄総合事務局農林水産部長賞（1点）、入選

（5点）に以下の作品が選ばれました。

■沖縄総合事務局長賞　

「食卓を�囲んで深める�家族の絆」�
那覇市立石田中学校3年
仲村�奈笑（なかむら��なえみ）さん

■沖縄総合事務局農林水産部長賞　

「朝ごはん�みんなのパワーの源だ」
浦添市立前田小学校6年
新垣�碧（あらかき��みどり）さん

■入選

「食卓に�安心が見える�島野菜」
那覇市首里　大浦�和香子（おおうら�わかこ）さん

「欠かさず残さず�しっかり食べよう朝ごはん」
沖縄県立コザ高校定時制2年
玉那覇�彩音（たまなは��あやね）さん

「健康は、食からもらった宝物」
那覇市首里　白坂�和子（しらさか��かずこ）さん

「好き嫌い�無くして健康�いただきます」
那覇市立石嶺中学1年
金城�栄伸（きんじょう��ひでのぶ）さん

「色どりと�栄養考え�健康一番」
本部町立崎本部小学5年
湧川�唯（わくがわ��ゆい）さん

長寿県と言われてきた沖縄県は最近では各

方面から「食」の乱れが指摘され「食」のあり

方に警鐘が鳴らされています。これを機に、

今後ますます県民一人一人に「食」について

関心をもっていただき、健康に結びつく食

のあり方が見直されることを期待します。

経 済 産 業 部 農 林 水 産 部 財 　 務 　 部

　去る2月 3日、4日の両日、五味金融庁

長官が管内の金融情勢視察のため来沖さ

れました。

　五味長官は、仲井真那覇商工会議所会

頭を訪問し、沖縄経済の実情等について

意見交換をされたあと、沖縄振興特別措

置法に基づき金融業務特別地区に指定さ

れている名護市のマルチメディア館、み

らい館及び名護商業高校ファイナンス学

科（名護市の金融特区構想に対応して設

置された全国初のファイナンス科）を視

察されました。このほか、稲嶺知事、岸

本名護市長を表敬訪問され、夕刻には、

当局会議室において管内金融機関幹部と

の意見交換を行い、終始各金融機関幹部

からの話に熱心に耳を傾けられました。

　実質的に、1 日という非常にタイトな

日程ではありましたが、無事視察等を終

了され、那覇空港を後にされました。

　去る2月 22日、23日の両日、細川事務

次官が管内視察のため来沖されました。

　細川次官は、当局会議室において管内

概況の説明を受けられたあと、財務部事

務室に足を運び各課の職員を激励されま

した。また、稲嶺知事の訪問をはじめと

して、来る４月に開催されるＩＤＢ沖縄

総会の主会場の一つである沖縄コンベン

ションセンターや、恩納村に整備された

海ぶどう養殖施設等の視察も行われました。

　短い滞在期間にもかかわらず、沖縄国

税事務所、沖縄地区税関を含め、沖縄に

おける財務省地方出先機関の実情や沖縄

管内の把握を精力的に行われました。

　みなとセミナー実行委員会が主催（沖

縄総合事務局後援）し、みなとと観光を

テーマとした「みなとセミナー」が平成

17年 1月 13日に那覇市内で開催されま

した。

　セミナーでは、「那覇の都市観光とみ

なとの魅力づくり」と題し、岩佐吉郎氏

（名桜大学大学院客員教授）より基調講

演を頂き、パネルディスカッションでは、

「市民・観光客に親しまれるウォーター

フロントづくり」をテーマに、伊良皆善

子氏（（有）プロジェクト Zenko 代表）

をコーディネーターに、岩佐吉郎氏、石

原悦子氏（カラーシンフォニー代表）、

東良和氏（沖縄ツーリスト社長）、今井

輝光氏（伊平屋村農漁村体験観光「海の

学校」校長）、久米秀俊氏（国交省港湾

局民間活力推進室長）により、それぞれ

の立場から、「親しまれる港」について様々

な持論が展開されました。会場には、港

湾関係者、観光関係者、市民など、約

130名の方の参加があり、積極的な質問等、

有意義なセミナーになりました。

日　　時 平成17年3月7日（月）
PM2:00～PM5:00

場　　所

委 員 会 メ ン バ ー

かりゆしアーバンリゾート那覇
（6Ｆシェルホール）

池田　孝之

岩佐　吉郎

　　　　　
来間　玄次

高良　倉吉

仲里　全輝

　　　　　
備瀬　ヒロ子

　　　　　
松本　行雄

宗田　好史

　　　　　海津　ゆりえ

中井　祐

荒俣　宏

琉球大学教授

名桜大学客員教授

沖縄県土地改良事業団体　

連合会農地整備部次長

琉球大学教授

沖縄県経済団体会議幹事会議長

（株）都市科学政策研究所　

　　�代表取締役

（財）沖縄観光コンベンション

　　ビューロー会長

京都府立大学助教授

（有）資源デザイン研究所　

　　代表取締役

東京大学助教授

作家
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渡嘉敷島体験学習（シーカヤック）

水納島（本部町）意見交換会

北大東島意見交換会

沖縄総合事務局では、中小企

業の経営革新を促進するため、

中小企業者又は中小企業者

が主に連携して設立するコ

ンソーシアムが実施する地

域でモデルとなりうるＩＴ

を活用したビジネスシステ

ムの構築に向けての「調査研

究事業」（事前調査研究事業）

及びそれらの開発・導入事業（経

営革新支援事業）に係る経費

の一部を補助する「ＩＴ活用

型経営革新モデル事業」を下

記日程により公募（予定）し

ます。

※なお、本事業の実施は平成

１７年度予算の国会での成

立が前提となりますので、�

実際の交付決定及び執行は

予算についての国会での成

立日以降となります。

記

公募予定期間

問い合わせ先

沖縄総合事務局経済産業部産業課

ホームーページ

　
群
星
（
む
り
ぶ
し
）
と
は
沖
縄
の
方
言
で
「
昴
星
（
す

ば
る
）
」
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
広
大
な
海
域

に
点
在
す
る
数
多
く
の
島
々
か
ら
成
る
沖
縄
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
群
星
は
沖
縄
の
真
上
を
運
行
し
、
昔
か

ら
農
事
等
の
暦
と
し
て
の
目
安
と
な
り
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
局
報
「
群
星
」
も
沖
縄
の
発
展
の
指
針
と
な
り
、

県
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
命
名
し

た
も
の
で
す
。
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局
報
「
群
星
（
む
り
ぶ
し
）
」

　
内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局
で
は
、
厳
し
い
環
境
に
あ
る
沖
縄
の
離
島
が
そ
れ
ぞ
れ
の
島
の
魅
力

を
存
分
に
生
か
し
て
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
輝
き
を
放
て
る
よ
う
地
元
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
六
年
五
月
に
設
置
し
た
「
美

ら
島
会
議
」
（
離
島
活
性
化
調
査

検
討
会
議
）
に
お
い
て
検
討
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
内
閣
府
の
若
手
職
員
を
各
島

の
担
当
者
と
し
て
置
き
、
県
内
の

四
十
の
有
人
離
島
を
実
際
に
訪
問

し
て
島
の
実
情
を
直
接
に
拝
見
し
、

地
元
の
方
々
と
ひ
ざ
を
交
え
な
が

ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
結
果
も
踏
ま
え
、
新

た
に
平
成
十
七
年
度
に
は
、
沖
縄

離
島
（
美
ら
島
）
活
性
化
特
別
事

業
や
離
島
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

整
備
事
業
な
ど
に
、
沖
縄
県
な
ど

と
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
「
人
材
の
育
成

や
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
の
促
進
な

ど
島
の
基
礎
的
な
基
盤
の
充
実
」
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
島
の
特
色
を
生
か

し
た
産
業
の
育
成
支
援
」
な
ど
を

行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
十

六
年
十
一
月
と
平

成
十
七
年
二
月
に

は
美
ら
島
研
修
（
沖

縄
市
町
村
職
員
研

修

）

を
実
施
し
、

離
島
市
町
村
を
中

心
と
し
た
市
町
村

職
員
の
方
々
に
、

全
国
各
地
で
の
地

域
活
性
化
へ
の
取

り
組
み
を
参
考
に

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に

つ
い
て
熱
心
に
議
論
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
、
沖
縄
の
離
島
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
確
か
に
大
変
厳
し
い
面

も
あ
る
も
の
の
、
全
国
的
な
沖
縄

人
気
の
中
で
、
離
島
指
向
も
高
ま

る
な
ど
明
る
い
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
沖
縄
県
全
体
の
入
域
観

光
客
数
は
過
去
最
高
で
あ
っ
た
平

成
十
五
年
を
上
回
り
、
五
百
十
五

万
人
を
数
え
ま
し

た
。
八
重
山
で
は

七
十
万
人
を
超
え
、

宮
古
で
も
四
十
万

人
を
目
前
に
す
る

と
い
う
状
況
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今

年
に
入
っ
て
か
ら

は
、
久
米
島
で
プ

ロ
野
球
の
キ
ャ
ン

プ
が
初
め
て
開
催

さ
れ
、
期
間
中
は

テ
レ
ビ
や
新
聞
で

も
連
日
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

南
大
東
島
で
、
特
産
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
を
活
用
し
ラ
ム
酒
造
り
に
取
り

組
む
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
新
聞
や

雑
誌
で
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
、

何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
、
高
ま
り
つ
つ
あ
る
離
島
へ

の
関
心
が
、
沖
縄
の
島
々
、
美
ら

島
へ
の
追
い
風
と
な
る
よ
う
美
ら

島
活
性
化
特
別
事
業
な
ど
を
十
分

に
活
用
い
た
だ
き
、
各
島
に
お
い

て
島
の
歴
史
や
特
色
を
生
か
し
た

創
意
工
夫
に
よ
り
、
小
池
大
臣
が

述
べ
て
い
る
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」

の
美
ら
島
を
目
指
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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★局報「群星」に対する「皆様の声」をお待ちしています。

沖縄国際洋蘭博覧会　（内閣総理大臣賞）中島�文子：神奈川県／デンドロビウム・ニューギニア
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